
S … 目標を上回る結果となった
A … 目標通り達成した
B … 達成したが課題が残っている
C … 達成できなかった

達成
状況

実施結果

1 S

　市政情報やまちの話題、市の魅力などを公式ＳＮ
Ｓを活用して積極的に発信しました。令和７年度よ
り、Instagram・Facebook等のショート動画での情報
発信を積極的に行いました。また、浜松の人気ご当
地居酒屋と連携し、Instagramをフォローしてくだ
さった人を対象としたプレゼントキャンペーンを実
施しました。その結果、市公式ＳＮＳ（X、
Facebook、Instagram、LINE、YouTube）のフォロ
ワー数は25,923人となりました。

総　 括

・市政情報やまちの話題、市の魅力などを公式ＳＮＳを活用して積極的に発信しました。また、フォロワー数増加を目的にショート動画
での情報発信や浜松市の人気ご当地居酒屋と連係したプレゼントキャンペーンを実施した結果、公式ＳＮＳのフォロワー数は合計25,923
人となりました。引き続き、公式ＳＮＳ等を活用した情報発信を行い、本市の魅力の発信に努めます。
・地域の魅力を発掘し、市内外へ発信する取り組みを強化するため、新たに地域おこし協力隊を委嘱し、本市の魅力等をＳＮＳ・動画で
発信しました。地域外からの居住者ならではの視点で、市民や団体など、また地域支援課で委嘱した地域おこし協力隊（ユースワー
カー）と協力しながら情報発信を行いました。引き続き、地域おこし協力隊と連携した情報発信を行い、本市の魅力向上に努めます。
・職員採用試験を３回実施し、一般事務職13人、保健師１人、栄養士１人、精神保健福祉士１人の計16人を採用しました（消防職、医療
職を除く）。引き続き、組織を機能させるために必要な職員数を確保するため、受験申込者増につながる試験の周知方法や適正な試験に
努めます。
・令和６年度に実施した調査等の分析結果を踏まえた菊川市地域公共交通計画（案）を作成し、菊川市地域公共交通会議での協議ととも
に、議会への説明、パブリックコメントを行い、完成した計画書を市ホームページで公開しました。また、新たな計画に基づき運転免許
証返納者等に対するコミュニティバスの運賃免除対象者の拡大を図り、コミュニティバスの利便性向上、利用者増加のため、令和８年度
予算に必要経費を計上しました。引き続き、公共ライドシェア(※)の一つとして利用しやすいコミュニティバスの運行に努めます。
・菊川市協働の指針（改定案）を作成し、菊川市協働推進委員会での協議とともに、議会への説明、パブリックコメントを行い、市ホー
ムページで公開しました。引き続き、協働により目指すべき姿「つながる力で、未来へ続くまちづくり」を基本方針として協働のまちづ
くりに努めます。

※公共ライドシェア…バス・タクシー事業が成り立たない場合であって、地域における輸送手段の確保が必要な場合に、必要な安全上の
措置を取ったうえで、市町村や営利を目的としないNPO法人等が提供する運送サービス。

重点施策・事業 取　組　内　容 達成目標

広報・情報発信の
強化
（市長公室）

　市民の皆さまが知りたいこと、暮らし
に必要な情報を、広報紙・市ホームペー
ジ・ＳＮＳ、テレビのデータ放送等、あ
らゆる媒体を組み合わせ、確実に分かり
やすくお届けします。また、テレビや新
聞等のメディアに取り上げていただくた
め、興味を持ってもらえるプレスリリー
ス資料の作成や、Ｗｅｂメディアの効果
的な活用を図ります。

市公式ＳＮＳ（X、
Facebook、Instagram、
LINE、YouTube）のフォ
ロワー数（登録者数）を
25,000人以上にします。
（令和７年３月末現在
　　　　　　23,186人）

令和７年度 総務部 重点施策の実施結果
達
成
状
況
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達成
状況

実施結果重点施策・事業 取　組　内　容 達成目標

2 A

　地域の魅力を発掘し、市内外へ発信する取組を強
化するため、新たな地域おこし協力隊を11月１日に
委嘱しました。隊員は本市に居住し、市民や団体と
協働しながら、本市の魅力等をＳＮＳ・動画で発信
しました。
（Instagram（個人）：155件、Instagram（市公
式）：２件、TikTok：11件）

3 A

　職員採用試験を３回実施し、一般事務職を13人、
保健師を１人、栄養士を１人、精神保健福祉士を１
人、計16人の職員を採用しました（消防職、医療職
を除く）。

4 A

　地域公共交通会議で協議して計画案をとりまと
め、令和７年11月から12月にかけてパブリックコメ
ントを実施しました。計画については地域公共交通
会議で承認を得た後に印刷製本するとともに、市
ホームページで公表しました。

5 A

　菊川市協働推進委員会において「菊川市協働の指
針」の改訂について協議し、議会全員協議会での説
明やパブリックコメントの実施を経て改訂が完了し
ました。改訂した「菊川市協働の指針」は市ホーム
ページで公表しました。

人口流出の抑制及
び関係人口の創
出・拡大に向けた
取り組みの推進
(市長公室)

　対外的な認知度を高め、訪れる人に
とって魅力的なまち、住んでみたいと思
われるまちであると感じてもらうため、
新たに地域おこし協力隊制度を活用した
情報発信人材を確保し、外からの視点や
専門的な知見を活かして、菊川市の魅力
や暮らしやすさなどをＳＮＳ・動画で発
信します。

隊員が本市に居住し、外
からの視点や専門的な知
見を活かして、菊川市の
魅力や暮らしやすさなど
をＳＮＳ・動画で発信し
ます。

意欲と能力を持っ
た職員の採用
（総務課）

　採用試験の受験資格、実施方法の見直
しを行い、本市で働きたいという意欲と
能力を持つ受験者に受験機会を提供し、
組織を機能させるために必要な採用人数
を確保します。

令和８年度の人員配置に
おいて必要となる職員数
に見合った人数の職員を
新たに採用します。

コミュニティバス
利用促進
（地域支援課）

　菊川市地域公共交通網形成計画を継承
するなかで、関係機関との連携、関係計
画との整合を図り、「公共交通を維持継
続することで、くらしの質を保ち、地域
を支える」指針となるよう「菊川市地域
公共交通計画」を策定いたします。

「菊川市地域公共交通計
画」を策定し、市ホーム
ページで公表します。

菊川市協働の指針
更新事業
（地域支援課）

　今後も協働によるまちづくりを推進し
ていくため、本市の協働に関する基本的
な考え方や方向性を示す「菊川市協働の
指針」を更新します。指針の案は地域支
援課が作成し、菊川市協働推進委員会に
おいて協議・検討し策定します。

「菊川市協働の指針」を
更新し、市ホームページ
で公表します。
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